





















































「最悪」(0, 0, 0.25) 
「悪い」(0, 0.25, 0.5) 
「普通」(0.25, 0.5, 0.75) 
「良い」(0.5, 0.75, 1) 

















0 0.25 0.5 0.75 1
最悪 悪い 良い 最良 普通 
投票者を𝑚人とする。𝑙番目の投票者の選好が行列
𝐴𝑙 = (𝛼𝑖𝑗





1  i番目の選手が j番目のポジションに達する 
0  そうではないとき 
 
Cook and Kress の相対距離関数は次式のよう
に定義される。 
対象の順位付けを A、Bとすると、 



























































s. t.  ∑ 𝑥𝑖𝑗
𝑛
𝑖=1
= 1 , j = 1, ⋯ , r       
     ∑ 𝑥𝑖𝑗
𝑟
𝑗=1
≤ 1 , i = 1, ⋯ , n          𝑥𝑖𝑗 = 0 or 1  
 
  ここで、 





とおき、C = max 𝑐𝑖𝑗とする。さらに、𝑐𝑖𝑗
′ = C − 𝑐𝑖𝑗と
いう変換をし、新たに𝑐𝑖𝑗
′ = M(十分大きい数) , 
j = r + 1, ⋯ , nとおくと、次の割り当て問題を得る。 
 






𝑥𝑖𝑗                                                                             (3.2 式) 
s. t.  ∑ 𝑥𝑖𝑗
𝑛
𝑖=1
= 1 , j = 1, ⋯ , n  
         ∑ 𝑥𝑖𝑗
𝑟
𝑗=1
= 1 , i = 1, ⋯ , n          𝑥𝑖𝑗 = 0 or 1  
 
この割り当て問題を解くことにより、各ランク
への最適な候補者の割り当てを求めることができ
る。 
 
 
○数値例の概要 
野球を例にとり、複数の選手をポジションに割
り当てることを考える。 
 
 
 
○将来の課題 
不確定な未来のこと、すなわちシナリオを考慮
して最良な対象を選択することも考える必要があ
る。 
